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ロシアとウクライナをマリアの汚れなきみ心（無原罪の聖母のみ心）に奉献する祈り 

２０２２年３月２４日  

カトリック日本中央協議会 

 

神の母、私達の母マリアよ、この苦難の時、あなたにより頼みます。 

母であるあなたは、私達を愛し、私達のことをご存じです。私達が心に抱くことは、何一つあなたに隠されていませ

ん。慈しみ深い母よ、私達はあなたの優しい計らいと、平和をもたらすあなたの存在を度々経験して来ました。あな

たは何時も、私達を平和の君であるイエスの許に導いて下さるからです。  
 

しかし、私達は平和の道を見失いました。私達は前の世紀の悲劇の教訓を忘れ、世界大戦の犠牲となった数え

切れない程の死者のことを忘れてしまいました。国際的な共同体として交わした約束を無視し、人々の平和への夢

と若者達の希望を裏切りました。私達は欲望に取り憑かれ、国益の中に閉じこもり、心は無関心によって渇き、利己

主義によって麻痺してしまいました。 

神を無視し、偽りと共に生き、攻撃する心をかき立て、命を消し去り、武器を蓄えることを選び、隣人と共通の家を守

るべき者であることを忘れてしまいました。戦争によって地球の庭を荒廃させ、私達が兄弟姉妹として生きることを

望まれる御父のみ心を、罪によって傷付けてしまいました。 

私達は、自分以外の全ての人や物事に無関心になってしまいました。そして、恥ずかしながらこう叫びます。「主よ、

お赦し下さい！」  
 

聖なる母よ、悲惨な罪の中で、疲れと弱さの中で、悪と戦争という理解し難い不条理の中で、神は私達を見捨てる

ことなく、愛の眼差しを注ぎ続け、私達を赦し、再び立ち上がらせようと望んでおられることを、あなたは思い出させ

て下さいます。神はあなたを私達にお与えになり、あなたの汚れなきみ心を教会と人類の拠り所として下さいまし

た。神の恵みによって、あなたは私達と共にいて、歴史の最も厳しい曲がり角に於いても私達を優しく導いて下さい

ます。  
 

私達はあなたにより頼み、あなたの御心の扉を叩きます。あなたは、愛する子である私達をいつも見守り、回心

へと招いて下さいます。この暗闇の時、私達を救い、慰めに来て下さい。私達一人、ひとりに繰り返し語って下さい。

「あなたの母である私が、ここに居ないことがありましょうか」と。 

あなたは、私達の心と時代のもつれを解くことがお出来になります。私達はあなたに信頼を寄せています。特に試

練の時、あなたは私達の願いを軽んじることなく、助けに来て下さると確信しています。  
 

ガリラヤのカナで、あなたはイエスの執り成しを促し、イエスの最初の徴を世界にもたらして下さいました。 

婚宴の祝いが悲しみに変わった時、あなたはイエスに、「ぶどう酒がなくなりました」（ヨハネ 2･3)と言われました。 

御母よ、神にその言葉をもう一度繰り返して下さい。今日、私達に希望のぶどう酒はなくなり、喜びは消え去り、兄弟

愛は水を差されてしまったからです。 

私達は人間性を見失い、平和を壊してしまいました。あらゆる暴力と破壊を可能にしてしまいました。私達は、あな

たの母なる助けを直ちに必要としています。  
 

母マリアよ、私達の願いを聞き入れて下さい。  

海の星であるマリアよ、戦争の嵐の中で私達を難破させないで下さい。  

新しい契約の櫃であるマリアよ、和解への計画と歩みを奮い立たせて下さい。 

「天の大地（注１）」であるマリアよ、神の調和を世界にもたらして下さい。  

憎しみを消し、復讐を鎮め、赦しを教えて下さい。  
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私達を戦争から解放し、核の脅威から世界を守って下さい。  

ロザリオの元后、祈り愛することが必要であることを呼び覚まして下さい。  

人類家族の元后、人々に兄弟愛の道を示して下さい。  

平和の元后、世界に平和をお与え下さい。  
 

私達の母よ、あなたの嘆きが、私達の頑な心を動かしますように。 

あなたが私達のために流した涙が、憎しみで涸れる谷に再び花を咲かせますように。武器の音が鳴りやまない中

で、あなたの祈りが私達を平和に向かわせますように。あなたの母なる手が、度重なる爆撃によって苦しみ、逃げ

まどう人々に優しく触れますように。あなたの母なる抱擁が、家と祖国を追われた人々に慰めを与えますように。あ

なたの苦しむ御心が、私達の憐れみの心を動かし、扉を開き、傷付き見捨てられた人々のために尽くす者となりま

すように。  
 

聖なる神の母よ、あなたが十字架の下におられた時、イエスはあなたの傍にいる弟子を見て、「御覧なさい。あ

なたの子です」（ヨハネ 19･26)と言われました。こうしてイエスは、私達一人、ひとりをあなたに委ねられました。 

そして、イエスは弟子に、即ち私達一人、ひとりに、「見なさい。あなたの母です」（19･27)と言われました。 

聖なる母よ、私達は今、あなたを私達の人生と歴史の中にお迎えしたいと願っています。今この時、疲れ果て、動

揺した人類は、あなたと共に十字架の下に立っています。 

そして、あなたに信頼し、あなたを通してキリストに自らを奉献したいと望んでいます。 

愛を持ってあなたを崇敬するウクライナとロシアの人々は、あなたにより頼んでいます。あなたの御心は、彼等の

ために、そして戦争、飢餓、不正義、貧困によって殺された全ての人のために鼓動しています。  
 

神の母、私達の母よ、あなたの汚れなき御心に、私達自身を、教会を、全人類を、特にロシアとウクライナを厳か

に委ね、奉献いたします。私達が信頼と愛を込めて唱えるこの祈りを聞き入れて下さい。戦争を終わらせ、世界に

平和をもたらして下さい。 

あなたの御心から溢れ出た「はい」という言葉は、歴史の扉を平和の君に開きました。 

あなたの御心を通して、再び平和が訪れると信じています。あなたに全人類の未来と、人々の必要と期待、世界の

苦悩と希望を奉献いたします。  
 

あなたを通して、神の慈しみが地上に注がれ、平和の穏やかな鼓動が私達の日常に再び響きますように。 

「はい」と答えたおとめよ、聖霊はあなたの上に降りました。私達の間に神の調和を再びもたらして下さい。 

「ほとばしる希望の泉」であるマリアよ、渇いた私達の心を潤して下さい。人類をイエスに織り込んだマリアよ、私達

を、交わりを作り出す者として下さい。私達の道を歩まれたマリアよ、平和の道へと導いて下さい。 

アーメン。 

 

（注１） 「天の大地」 

東方教会で知られているマリアに対する呼び掛け（東方教会の賛歌から引用） 


